
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ますじさん

オートマトン

ステーシー

ゴシック

16

罪人

51

煉獄

11
手紙

謝罪

口論

葬儀

ナイフ

死後の生

差し出された一通の手紙。その手紙が今のあなたの現状と深く関わっているという確信。手紙の内容は思い出せない。あの手紙には何が書かれているのだろう、誰か大切な人から来たのだろうか。それとも…。

大切な人を傷つけてしまった。謝らなくてはいけないのに。まだ一言も謝っていないのに。気が付けば死んでいて、死にながら生きている。あの人はきっといるはず。謝らなくては。謝らなくては。

――誰かが激しい口論をしている。誰と誰だろう。それは、自身のしている口論か。それとも、誰かのしている口論を覗いたのか。何を言い争っているのだろう。もっと思い出すべきか、それとも忘れておくべきなのか。こうしてしたくもない口論をしたことが、あるいは見たことが…かつてあったような気がする。

誰かが死んだ。大切な誰かが死んだ。誰かのすすり泣く声が聞こえる。それは自分のものだっただろうか、それとも友人のものだっただろうか。嗚咽を漏らすひと。茫然と打ちひしがれるひと。泣きながら憤るひと。あの時死んだのは、はるおだ。自分は一体、どうだったのだろう。

あいつは自分が止めなければならない。そう思って、あの日、ナイフを手に取った。 手は今でも覚えている。あいつの胸に差し込まれ、肉に埋もれていくナイフの感触を。けれど、あいつを止めるにはそれしかなかった。 そうだ、覚えている。友人、らんぽの生きていた命が、この手で確かに潰える感覚を、覚えている。

終わらない地獄。永遠の試練。何のために自分は生きて、死ねないまま、何度も繰り返しては、ネクロマンサーの元を目指しているのだろう？…………そう……自分はもう既に——少なくとも50回近く、アンデッドとして朽ち、蘇ることを、繰り返している。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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血の涙

庇う

肉の盾

死人の流儀

肉の宴

背徳の悦び
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カンフー

よぶんなあたま

発勁
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基本パーツを破壊することで自分への精神攻撃を無効化する

対象へのダメージを代わりに受ける。再使用可

連撃、切断、爆発、全体を無効化する

支援2または妨害2。コストとして基本パーツを1つ破壊

基本パーツを1つ修復する

ダメージ、ジャッジ、ラピッドのパーツを1つ再使用可能とする

2

1

1

2

自分以外に移動1

肉弾攻撃１

対象の姉妹と対話判定を行う

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

自分に対する攻撃のみ妨害1。再使用可

ターン終了/パーツが壊れるまでホラー/レギオンは自分以外への攻撃判定-1

肉弾1+連撃1

自分へダメージを与えた対象に肉弾2

移動１

移動１

妨害１
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